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1 主題設定の理由

　本校は，これまで家庭や地域社会との一層
の連携を図る中で，「開かれた学校・信頼さ
れる学校」づくりを推進し，「子供と教師の
絆」を大切に，魅力あるよりよい学校を目指
す特色ある教育活動の在り方を研究してきた。
　その具体的な活動としては，以下のとおり
である。

　インターネットは双方向で情報を行き来さ
せることのできるメディアである。それは，
生徒の家庭にも急速な勢いで普及しつつある。
また，学校にもインターネットの環境が整備
され，利用の充実が求められている。
　もともと学校と家庭の間には大きな情報交
換のニーズがあり，教師と保護者の情報交換
には，時間と空間の枠にとらわれないインタ
ーネットの利用は最適だと考えられる。しか
し，「開かれた学校づくり」を担うための柱
の１つと成り得る「情報教育」の推進は，立
ち遅れているという現実があった。
　そこで，これまで本校が積み上げてきてい
る「開かれた学校づくり」の取り組みを拡充
し，インターネットを利用することで，より
具体的で価値の高い情報発信と情報交流に一
層努めるようにしていく。
　学校のホームページを情報を交流させるポ
ータルサイトとして位置付け，インターネッ
トの双方向性を生かしながら学校・家庭・地
域との結びつきを密にすることで，家庭や地
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●開かれた学校づくり
①学校新聞「北中だより」
　月２回のペースで発行。各行事や部活動での子ど

もたちの活躍の様子や学校，生徒会活動の状況を
保護者へ知らせている。各町の総代さんや学区へ
の回覧もしており，楽しみにしていただいている。

②北中教育ネットワーク
　総代・民生委員・主任児童委員・小学校の生活指

導担当教員・PTA役員・北中の役職・学年主任
で組織し，各学期末に開催している。意見や要望
を聞くと共に，北中の子どもたちの健全育成につ
いて協議を深めている。また，学校評価もしてい
ただいている。

③奉仕活動
　４月「PTA環境緑化委員による花壇の整備」，７

月「クリーンアップ・竜北メーンロード」８月
「勉強会」「親子緑化ボランティア活動」，大門，
大樹寺学区各年間３回の資源回収，随時「ミニボ
ランティア活動」（学区の要望に応じて参加）

④夜の地域巡回
　PTA活動の一環として，平成11年度より，夏休

みの夜９時から学区を巡回している。自由参加で
あるが，延べ279人の参加があり，近年父親の参
加も増えている。平成12年度からは大門学区の代
表も夜間補導を実施している。

⑤学校参観
　学期ごとの授業参観と同時に学級の問題について

担任と保護者の連携を取り合って解決をしていく
ために重要と考え，学級懇談会の充実を図ってい
くことにしている。

　４月，６月，10月，１月　授業参観，学級懇談会，
PTA総会，部活動参観

⑥学校行事等への参加
　体育大会での親子競技，文化祭でのPTAバザー

や作品の出展，２年生の夜間ハイク「サンライ
ズ・ウォーク」への参加，１年生の「地域の人か
ら学ぶ会」「夏休み体験講座」の講師など，多く
の機会に来校していただいている。特に体育大会
では3000人を超える来校があり，年間延べ１万人
を超える保護者や地域の方たちが来校される。

　運動場西側を整備し，簡単なアウトドア体験ので
きる「夢広場」を設置した。夏休みや休日には学
級単位や部活単位で炊飯活動，バーベキュー，テ
ント設営などが行われた。その際には，多くの保
護者も参加され，子どもたちと一緒に楽しく活動
している。
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域との連携を深めた「開かれた学校づくり」
を推進していくようにする。そして，地域と
の連携を強め，より具体的，総合的に子ども
の立場に立つ教育活動を実践して行くことが
できるようになり，地域の実態に即しながら
学校自身が主体性を持った活気のある教育を
展開していくことができるであろう。
　これが，本主題を設定した理由である。

2 アンケート調査にみる保護者の実態

　昨年度のはじめに，本校に通う生徒の家庭
にどの程度パソコンが普及しており，インタ
ーネットに接続できる環境が整っているのか
を知るために保護者へアンケートを実施した。

　パソコンを所有している家庭は72％であり，
これは決して高い数字とは言えない。さらに，
インターネットに接続されている家庭は52％
であり，約半数の家庭がインタ―ネットを利
用できる環境にあることがわかった。
　実際にパソコンをどのような用途で利用し
ているかを尋ねたところ資料3のとおりであ
り，約45％がホームページを閲覧した経験を
もっている。
　しかし，本校のホームページにアクセスし
た経験をもつものは，わずか全校の32％の家
庭しかなかった。
　本校のホームページは，数年前に公開され
てからほとんど書き換えられることはなかっ
た。いつ見ても同じ内容・古い情報が掲載さ
れているだけであった。興味をもって一度は
訪れてくれた人がいたとしても，再訪問を期
待するほうが無理である。
　今後，パソコンやインターネット，情報通
信は間違いなく全家庭へ浸透していく。そう
したネットワーク社会の中で「学校」の存在
と役割は，人々が情報を求めて集う「ポータ
ルサイト」として，さらにコミュニケーショ

ある
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（全校665人中）

●資料1／家にパソコンがありますか？
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●資料2／インターネットに接続していますか？
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●資料3／パソコンを何に利用していますか（全校665人に対する割合；複数回答）
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無回答
11％

ある
32％

（全校665人中）

●資料4／北中ホームページを見たことがある？
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ンを求めて集う「ポータルコミュニケーショ
ンサイト」として地位を確立すべきであろう。
　学校は，情報コンテンツの宝庫であり，そ
れらを家庭・地域は求めている。また学校も，
家庭や地域の声をフィードバックさせること
によって連携を深め，よりよい学校づくりに
つとめていく。情報ネットワークの双方向性
を生かしていくことで，開かれた学校づくり
を加速することができると考える。

3 研究の仮説

〈仮説１〉
　校内の情報を日々継続的に情報発信してい
くことで，閲覧価値のある情報が増え，ホー
ムページの再訪問者が増えることで「ポータ
ルサイト」として位置づくことができる。

〈仮説２〉
　校内の情報を即時的に情報発信していくこ
とで，タイムリーな情報を提供することがで
き，物理的空間をこえて臨場感を味わうこと
ができる「ポータルサイト」として位置づく
ことができる。

〈仮説３〉
　保護者・地域とのコミュニケーションでき
る場と環境を設定することで，双方向に情報
を交換することができ，「ポータルコミュニ
ケーションサイト」として位置づくことがで
きる。

4 研究の手だて

　ホームページは，最も手軽に情報を発信で
きるインターネットのサービスであり，また
情報の受け手も容易な操作で情報を得ること
ができる。また，工夫しだいでは相互に情報
を行き来させることも可能である。
　そこで，これまでほとんど書き換えられる
ことのなかった本校のホームページの充実を
中心に，仮説に迫ることにした。

　仮説１に迫る手だてとして，ホームページ
に「北中ニュース」というコーナーを設け，
毎日の学校生活の中から話題を取り上げて，
毎日更新してくようにする。学校行事やお知
らせに偏ることなく，生徒の普段の学校生活
の中からも話題を取り上げ，保護者が「我が
子」の姿を関心をもって探し求めることがで
きる内容を盛り込んだ情報発信に努める。本
校のホームページにアクセスした保護者が，

「明日もまた見てみよう」と思う内容を充実
させていくようにする。
　仮説２に迫る手だてとして，学校行事や部
活動の大会の結果などを，リアルタイムに情
報発信していくようにする。学校に来られな
い方も，北中学校にインターネットでアクセ
スすることで，その臨場感が味わえたり，生
徒の様子を窺うことができるようにする。
　また，部活動の大会が行われている最中に
も随時「大会結果速報」が更新されていくよ
うにし，本校のホームページから即座に結果
がわかるようにしていく。
　仮説３に迫る手だてとして，ホームページ
掲示板を開設する。学校への要望・意見・考
え方など，掲示板を通して学校・家庭・地域
が情報交流していくことで，コミュニケーシ
ョンを深める手段の１つとする。
　また，職員のメールアドレス公開と合わせ
て，保護者・生徒にもメールアドレスを配布
し，電子メールによるコミュニケーション手
段も生み出せる環境を整備する。
　あわせて，「親子インターネット教室」を
開催し，保護者を学校に招いてホームページ
の情報活用を啓発したり，操作や技術的なア
ドバイスを行ったりしていく。本校のホーム
ページを積極的に利用してもらえるよう，保
護者にも積極的に働きかけていくようにする。
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5 仮説 1 にかかわる実践

（1）「北中ニュース」の立ち上げ
　これまで書き換えられることのなかったホ
ームページを全面的につくりなおし，昨年度
９月より，毎日更新される「北中ニュース」
のコーナーを開設した。これは，数枚の写真
と文章で構成される内容で，１ページにまと
めるものである。

●資料5／毎日更新される「北中ニュース」

　担当は，職員が２人ペアとなり日直制とし
た。また，校長・教頭は内容を検閲する担当
とし，教務は休日に行われる部活動の大会の
様子などをニュースとして発信する担当とし
た。
　ページ内のレイアウトや取り上げる話題は，
その日の担当者にまかされている。日直の職
員は，朝からデジカメを片手に１日過ごし，
学校生活の中から話題を取り上げて，その１
コマをその日のうちにホームページに掲載し
ていった。また，日々更新されていくため，
以前のニュースも閲覧できるように「バック
ナンバー」としてコーナーを設け，いつでも

振り返って見ることができるようにした。

（2）研修の場となる毎日の職員室
　パソコンが扱えること，パソコンを使って
授業ができることは，今の教員には必須であ
る。しかし，本校の職員にはそれを苦手とす
るものもおり，文書作成にもワープロ専用機
を利用している職員もいるという現実があっ
た。しかし，ホームページの更新が日直制で
当番が来るため，嫌でもパソコンに向かわな
くてはならないという状況が生まれた。
　授業後に四苦八苦と頭をかかえている職員
に，パソコンを扱える職員がそばへ行ってア
ドバイスをしたり，手順を説明したりと，い
つのまにかそこには職員が集まり，毎日の授
業後の職員室が「校内パソコン研修」の場と
なっていった。

6 仮説 2 にかかわる実践

（1）部活動結果速報の更新
　運動部の保護者にとっては，大きな公式大
会が行われている最中は，その予定と結果に
とても関心が高い。１日中応援に行くわけに
はいかない場合，１試合目の結果の状況によ
って，２試合目から応援にかけつける場合も
ある。試合結果と次の試合時間は，保護者に
とって関心の的となる。
　結果をできるだけ素早くホームページに掲
載し，いつアクセスしても最新の状況が確認
できるように情報を収集し，ホームページを
更新するようにした。
　ホームページ更新担当者は，事前に全ての
部活動大会のトーナメント表を用意しておき，
試合が終わり結果連絡が入るごとに，次の試
合時間・会場などもホームページに書き加え
ていった。
　速報としてまとめられたページは，そのま
ま大切な部活の記録として，その後も公開を
続けるようにした。

「北中ニュース」の分担

校長・教頭 ホームページの検閲・情報発信許可

教務 休日の北中ニュース更新

他の職員
　

２人ペアを組んで日直当番制でページ
を作成・更新
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（2）「山の学習」の様子を伝える速報
　岡崎少年自然の家で行われる「山の学習」
は，１年生が入学してきて始めて体験する中
学校の宿泊行事である。１泊２日の日程であ
るが，保護者としては「自然の家でどんな生
活をしているのだろう」「楽しんでいるだろ
うか」と想いをめぐらせ，様子が気になって
しかたがないという話を聞く。

　そこで，１日目の活動の様子を「速報」と
して，その日の夜に少年自然の家から電話回
線を利用してホームページを更新し，情報を
掲載することにした。
　事前に生徒に連絡して，保護者に伝えてお
くように言っておいたため，「今日の夜，お
母さんがホームページを見るって言ってたよ。
私の写真をちゃんと載せておいてね。」とい
う生徒もいた。
　宿泊しているその日のうちに更新されるホ
ームページは，１年生の保護者はもちろんの
こと，２年，３年の生徒たちの関心も高く，
宿泊先にいる「我が子」「後輩たち」の様子
を想像しながらホームページに目を通してい
たようである。

（3）緊急連絡の役割を担うページ
　11月６日（木）に，２年生の「サンセットウ

●部活動顧問が試合終了後、
　学校へ試合結果を電話報告

●電話を受けた学校待機者は、
　結果を職員室黒板へ記入

●応援職員は、デジタルカメラを
　持って出動。データは学校へ届ける。

●ホームページ更新担当者は、職員室
　の黒板を見て、ページを書き換える。
　画像は手に入り次第、加える。

更新完了

●資料6／大会中に更新される試合の結果速報

●資料7／宿泊先からホームページを更新 ●資料8／「サンセットウォーク」を伝えるページ
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ォーク」という行事が行われた。渥美半島を
約30km歩き，伊良湖岬で夕日が沈むのを見
るという行事である。前日は雨が降っており，
当日の天気が大変心配された。
　中止の連絡は，通常は早朝に「緊急電話連
絡網」で回すことになっている。しかし，天
候をみながらぎりぎりまで判断を遅らせたか
ったために，迅速に連絡が伝達できる「ホー
ムページ」を利用して情報を流すことにした。
　２年生の担当教師は，ホームページに緊急
連絡を掲載する。２年生の約半数の家庭はイ
ンターネットに接続されているため，その生
徒が，学校のホームページにアクセスして最
新の情報を得る。そして，インターネットに
接続できない家庭（約１人対１人）へ電話連
絡を入れるわけである。
　伝言ゲームのように，電話を順番に回して
いく「緊急電話連絡網」とは違って，一度に
約半数の生徒に情報が伝達できたため，スム
ーズに「決行」の連絡を家庭へ伝えることが
できた。
　もちろん生徒の活動の様子は，その日のう
ちにホームページに公開された。

7 仮説 3 にかかわる実践

（1）掲示板の開設
　ホームページ上の掲示板は，インターネッ
トに接続されたパソコンで表示さえできれば，

誰でもどこからでも書き込みをすることがで
き，コミュニケーションを図る場としては大
変便利である。生徒や保護者，また本校のホ
ームページを見ていただいた方の声を吸い上
げるために，掲示板を設置することにした。
　しかし，誰もが手軽に書き込める反面，こ
ちらの意図しない内容を書き込まれたり，い
たずらに意味不明な書き込みをされる心配も
あった。そこで，掲示板に書き込みが行われ
た際には，その接続元ドメインやIPアドレス
が公開され，確実にアクセスログ（どこの誰
がアクセスしたのか記録されるデータ）が残
るようにした。
　また，１日に最低３回は掲示板の利用状況
を確認し，不適切な書き込みが見られた場合
には，「削除権限は北中学校にある」として
削除し，適正に掲示板が運用されるように管
理するようにした。

★接続元が公開される

●資料9／ホームページ上に掲示板を開設

★ホームページさえ表示できれば、いつでも
どこでもメールの送受信ができる。

★各自のログイン名とパ
スワードでメールボック
スにアクセスする。

●資料10／本校独自のメール送受信システム
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　最も多くみられたのは，生徒の書き込みで
ある。行事が終った後など，感動の想いが寄
せられた。また，保護者からの意見や感想も
書き込みが見られた。

（2）メールアドレスの配布
　北中学校では，校内のサーバと本校自主運
用の専用線によって，独自にメールアドレス
を発行することができる環境にある。また，
Webメールシステムを採用し，本校のホー
ムページさえ表示できる環境があれば，どこ
からでも自分のメールの送受信ができる。
　そうした環境を有効に活用するために，全
校生徒と保護者，職員にメールアドレスを配
布し，利用してもらうようにした。
　職員にとっては，本校に在職中のみ利用で
きるメールアドレスであるため，アドレスを
気軽に公開できるという利点がある。そのた
め，ホームページ上には全職員のアドレスを
公開し，先生とメールで連絡が取りたい場合
には，アドレスがすぐにわかるようにした。
　また，メール送受信専用ソフトを利用する
ことなく，ホームページを閲覧できればすぐ
にその場で自分のメールボックスを開けるこ
とができるため，特に難しい利用の説明をす
ることなく，容易に生徒や保護者にも利用し
てもらうことができる。
　現在は，全職員と，一部の生徒・保護者が
利用を始めている段階である。メールについ
ては，利用の際のモラル指導も含めて，今後
活用を広げていこうと考えているが，それで
もすでに，メールによる保護者とのコミュニ
ケーションが数件報告されている。

（3）「親子パソコン教室」の開催
　学校側がホームページを積極的に活用して
情報発信していくのに合わせて，保護者にも
その主旨を理解し，活用方法を知ってもらう
ことは重要である。
　そこで，夏休みを利用して２日間にわたり

「親子パソコン教室」を開催した。内容は，
インターネットの基本操作から始まり，本校
のホームページコンテンツの紹介と利用の仕
方，インターネットを利用して学校と連絡を
取る方法などについて具体的に取り上げた。
　パスワード等を利用して，本校関係者しか
閲覧できないコンテンツを見る方法や，電子
メールや掲示板を利用して学校とコミュニケ
ーションを取る具体的な方法など，家庭から
アクセスしたときに役に立つ内容を盛り込み，
身に付けてもらうことができた。
　今回の「親子パソコン教室」では，28組の
親子の参加を得ることができた。なによりも，
こうした取り組みが行われていることが保護
者や学区にも知れわたることで，関心を高め
ることができたように思う。本校のホームペ
ージを積極的に利用してもらえるよう，今後
も保護者に積極的に働きかけていく予定であ
る。

●写真1／「親子パソコン教室」の様子
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8 実践を支える環境整備

　昨年度からホームページの充実を中心に進
めてきた実践であるが，本校のホームページ
は昨年度９月からカウントをはじめて，本年
度10月18日現在，10万2000件を越えるアクセ
ス数となっている。
　最新の情報を手軽に発信できる手順や，掲
示板やメールアドレスの配布など，そうした
ことを可能としているのは，計画的に設計さ
れた環境に支えられているものである。

（1）インターネットサーバの運用
　充実した情報発信は，それに詳しい１人の
職員では限界がある。それぞれのコンテンツ
の担当者を明確にし，全員が積極的に情報発
信にかかわっていく必要がある。そのために
は，校内にサーバとなるパソコンを置き，各
情報を構築していかなくてはならない。
　そこで，本校はまず，本年度にJPNIC（日
本ネットワークインフォメーションセンタ
ー）に申請をして，教育機関を示す独自ドメ
イン（north.ed.jp）を取得した。さらに，専
用線を引いてサーバを構築し，各職員がどの
ようにサーバにアクセスして情報を構築し，
保護者や生徒がどのように情報を引き出すの
かを，計画的に設計した。
　独自にメールアドレスを配布したり，アク
セスログを解析しながら掲示板を管理したり，
ホームページ全体を活用しやすいように設計
したりできるのも，すべてこの環境のおかげ
である。

（2）「北中ホームページ」の宣伝
　情報の受け手がいるからこそ，発信側も意
欲をもって充実した内容を提供できる。本校
の取り組みが保護者や学区の方々に広く知れ
わたるように，宣伝活動を行った。
　まず，インターネット検索サイトで最も有
名な「YAHOO」へホームページアドレス

（www.north.ed.jp）の登録を行った。また，
月に２回欠かさず発行されている「北中新
聞」（ペーパーで本校生徒の全家庭と地域の
総代など学校にかかわりをもつ家庭に配布さ
れている学校通信）に，本校ホームページへ
のアドレスとアクセス方法を大きく掲載した。
　さらに，文化祭の時には，本校のパソコン
部が北中ホームページのコンテンツをプレゼ
ンテーションして紹介し，その充実した内容
を知らせた。文化祭当日は生徒のみならず，
多くの保護者の方も来校されており，たくさ
んの人に本校の取り組みを知らせることがで
きた。
　本校のホームページが，わずか１年余りの
間に10万件を越えるアクセス数になり，保護
者や学区の間に急速に知れわたったのも，こ
うした宣伝活動のたまものである。

9 仮説の検証

（1）仮説 1 に関して
　昨年度９月からスタートさせた「北中ニュ
ース」は毎日欠かさず更新され，本年度10月
18日現在239号になる。生徒の具体的な姿が
見える情報発信を継続的に行ってきた。
　ここで，本校ホームページのアクセスログ
を取り上げて見てみることにする。
　このアクセスログは，簡易的に集計したも
のである。本校のホームページには，毎日ほ

●写真2／本校のホームページを紹介する生徒
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ぼ200件近いアクセスがあるが，特に行事等
の行われていない平日を取り上げてみた。
　訪問者数が214件に対して，再訪問者数を
除くと120件である。これは，一度アクセス
した閲覧者が，もう一度時間をおいてアクセ
スしていることを示している。また，さらに
詳しいログを解析すると，最も多く閲覧され
た情報の第１位は「行事の記録」，第２位は

「北中ニュース」，第３位は「北中ニュースバ
ックナンバー」であった。
　これらのことから確実に本校のホームペー
ジを訪れる人は増えており，日々更新される
情報を繰り返し閲覧したくなる価値あるサイ
トとして認識されつつあることが感じられた。

（2）仮説 2 に関して
　校内の情報を即時的に発信し，求められて
いる情報をタイムリーに提供していくために，
部活動の結果や山の学習などの行事のときに
は１分１秒でも早く情報を集め，ホームペー
ジに公開してきた。
　10月４日から５日にかけて行われた「運動
部新人戦」の昼間や，学校行事が行われた夜
には，ホームページへのアクセス数が必ず増
すことから，その関心の高さを感じ取ること
ができた。
　保護者からの反応は，普段顔を合わせたと
きの話題にもっとも多く現れているが，ここ
では保護者からホームページの掲示板に書き

込まれた１件の内容を示す。
　「山の学習」の様子が，宿泊しているその
日のうちにホームページに載ると聞いた保護
者が，きっと家からアクセスしてページを見
たのであろう。感謝の意を感じ取ることがで
きる。このことからも，即時的に情報発信し
ていくことで，城北ホームページが価値ある
サイトとして認識されつつあることを確認す
ることができた。

（3）仮説 3 に関して
　学校から一方的な情報発信を行うのではな
く，インターネットの双方向性を生かして保
護者や地域の声をフィードバックさせること。
また，ポータルコミュニケーションサイトと
して人々が集う場とすることを目指してきた。
そうした姿は，ホームページの掲示板の書き
込みに顕著にあらわれている。
　また，行事が終った後などには生徒の書き
込みも多くされている。
　インターネットの掲示板だからこそ，気軽
に書き込みができるという面がある。しかし，
これは直接会って関わることを避けたり，希
薄になっているのではなく，インターネット
を通したコミュニケーションが新たな手段の
１つとなり得ていることを示している。掲示
板の書き込みが示すように，時間や物理的な
空間にとらわれることなく，学校・家庭・地
域が双方向に意見を交換できる場があること
で，城北ホームページが価値あるコミュニケ
ーションサイトとして認識されつつあること
を感じ取ることができた。

10 成果と今後の課題

　以上のことから，継続的・即時的な情報発
信と，双方向性を生かした場を設定すること
で，「ポータルコミュニケーションサイト」
の地位を確立しつつあることが確かめられた。
　そして，このことは，「開かれた学校づく

●資料11／ 11月21日（金）のアクセス状況

 （同日の再訪問はカウントせず）

★再訪問者がいることがわかる。「北中ニュ
ース」の更新を待っているのか？
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●掲示板への書き込みの内容

●「親子パソコン教室」開催に対する保護者の反応

●ホームページ開設当初の生徒の反応

●部活動新人戦に対して，保護者から生徒へ激励の言葉
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り」を推進し，地域との連携を強め，より具
体的，総合的に子どもの立場に立つ教育活動
を実践していく力になるものと確信する。地
域の実態に即しながら，学校自身が主体性を
もった活気ある教育を展開していくことがで
きる原動力となるであろう。
　実践はまだ継続段階ではあるが，最後にこ
れまでの取り組みの過程で浮かびあがった問
題点をあげてみる。

●インターネットが家庭に広く普及してきたと
はいえ，インターネットに接続できる環境が
ない家庭も存在する。そうした家庭への配慮
と手だてが今後一層必要である。

　「親子パソコン教室」を開催するなど，保
護者への啓発はしているものの，研究はイン
ターネットを利用することを前提としている
ため，インターネットに接続されていない家
庭は，ホームページのコンテンツを利用する
ことはできない状態のまま過ぎている。
　今後は一層の啓発に加えて，普及率の高い

「携帯電話」で情報の閲覧ができる工夫を加
え，より広く情報交流できるようにしていき
たいと考えている。

●行事が行われた後，生徒の書き込みの例

●卒業生が北中学校のホームページを訪れて書き込みをした例
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●生徒の姿がよりよくわかる情報発信につとめ
ていく反面，「個人情報の保護」など危険か
ら守らなければならないこともあり，地域や
保護者の要求を満たすことができない場合も
あった。

　本校のホームページ内には，校内のみ閲覧
可能である部分もあり，校外から閲覧するた
めにはパスワードを要求される。卒業生や地
域の方から「パスワードを教えてほしい」と
いう問い合わせもあるが，相手が確認できな
いかぎり，パスワードは公開しないようにし
ている。本校が意図しないサイトにリンクを
貼られたり，悪意のある者からの攻撃も今後
考えられる。これらの問題点の解決を探りな
がら，一層「開かれた学校をめざす情報通信
ネットワークの構築」を深化させていきたい。


